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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期
第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 46,637 47,500 95,333

経常利益（百万円） 1,979 3,515 4,897

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△725 2,903 529

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △1,176 2,824 △121

純資産額（百万円） 37,361 41,112 38,423

総資産額（百万円） 110,600 108,933 107,331

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△19.70 78.88 14.38

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ 78.74 14.35

自己資本比率（％） 34.2 38.1 36.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,092 △2 9,959

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,238 △1,328 △2,594

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△497 605 △6,426

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
13,336 13,145 13,868

　

回次
第74期
第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）（円）
△23.01 50.82

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第74期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第74期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、前半は東日本大震災の影響により急速に落ち込んだものの、

後半は同震災からの復旧とともに徐々に持ち直しの動きが見られる一方で、欧州の金融不安に伴う急激な円高の影

響などにより、先行き不透明な状況が続きました。

窯業系外装材の主要マーケットである国内住宅市場におきましては、震災後は東北地方を始めとした被災地域で

は大幅な落ち込みとなりましたが、その後の復旧需要や政府による住宅取得促進策の寄与などにより、全体として

は比較的堅調に推移しました。

これに伴い、当第２四半期累計期間における窯業系外装材の業界全体の国内販売数量についても、前年同期に比

し4.0％の増加となりました。

このような環境の下、当社グループは、被災した２工場（当社いわき工場、子会社高萩ニチハ株式会社高萩工場）

について５月初旬に操業を再開させるなど通常操業体制への早期復旧を喫緊の最優先課題として生産体制の安定

化に取り組むとともに、窯業系サイディングのトップメーカーとして市場に対し社会的な供給責任を果たすことに

努めました。

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。

 （金額単位：百万円） 

 
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減
 金額 率（％）

売上高 46,637 47,500 863 1.9

営業利益 2,128 3,666 1,537 72.2

経常利益 1,979 3,515 1,535 77.6

四半期純利益又は四半期純損失（△） △725 2,903 3,629 －

　

売上高につきましては、主力である国内窯業系外装材事業において、前記２工場の操業停止に伴う一時的な生産

数量の減少はあったものの、操業再開以降は回復が急ピッチで進み、住宅取得促進策効果と相俟って前年同期を上

回る販売数量を確保したほか、金属系外装材事業において、東日本大震災からの復旧需要の寄与が大きかったこと

から、売上高は475億円と前年同期比８億63百万円（1.9％）の増収となりました。

損益につきましては、国内窯業系外装材事業において、前記のとおり２工場の操業停止の生産面への影響をその

後の工場稼働率の大幅なアップにより吸収した効果に加えて、合理化施策により原価低減が進んだことなどから増

益となったほか、金属系外装材などのその他の国内事業においても、増収などにより増益となったことから、営業利

益は36億66百万円と前年同期比15億37百万円（72.2％）、経常利益は35億15百万円と同15億35百万円（77.6％）の

増益となりました。

また、四半期純利益につきましては、これらの増益分に加え、製品保証引当金戻入額９億19百万円、投資有価証券

売却益４億57百万円をそれぞれ特別利益に計上したことなどから29億３百万円（前年同期は７億25百万円の損

失）となり、前年同期の損失から利益に転じました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。　

外装材事業

売上面では、前記のとおり、金属系外装材において、東日本大震災からの復旧需要により増収となったことなどか

ら、売上高は431億88百万円と前年同期比９億69百万円（2.3％）の増収となりました。

また、損益面でも、前記のとおり、金属系外装材、国内窯業系外装材ともに増収の寄与や工場稼働率のアップに伴

う原価低減などにより増益となったことから、セグメント利益（営業利益）は45億31百万円と前年同期比13億62百

万円（43.0％）の増益となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比し

７億23百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には131億45百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は２百万円（前第２四半期連結累計期間は20億92百万円の獲得）となりました。こ

れは、主に、償却前利益（税金等調整前四半期純利益＋減価償却費）で73億30百万円を計上した一方で、売上債権が

25億79百万円、たな卸資産が16億47百万円それぞれ増加したほか、製品保証引当金が16億69百万円減少するなど資

金の減少要因があったことに加え、法人税等の支払額が17億20百万円あったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は13億28百万円と前年同期比89百万円の増加となりました。これは、主に、有形固定

資産の取得による支出が18億75百万円あったほか、投資有価証券の売却による収入が４億70百万円あったことなど

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は６億５百万円（前第２四半期連結累計期間は４億97百万円の使用）となりまし

た。これは、主に、長期・短期合わせた借入金を11億36百万円増加させた一方で、リース債務の返済による支出が３

億84百万円あったことなどによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７億44百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。

 

(6) 財政状態及び資金の流動性の状況

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

前連結会計年度末に比し純資産が26億88百万円増加し、総資産が16億１百万円増加した結果、自己資本比率は

38.1％と1.9ポイントの増加となりました。

増減の主なものは、流動資産では受取手形及び売掛金が25億79百万円増加したほか、商品及び製品が11億36百万

円増加したことなどにより、流動資産全体で37億12百万円増加しております。また、固定資産では有形固定資産が11

億94百万円減少したほか、繰延税金資産が５億20百万円減少したことなどにより、固定資産全体で21億10百万円減

少しております。

流動負債では短期借入金が23億77百万円増加した一方で、固定負債では長期借入金が12億69百万円、製品保証引

当金が15億76百万円それぞれ減少していることなどから、負債合計では10億86百万円減少しております。

　当社グループの資金状況については、「(2)キャッシュ・フローの状況」の項に記載のとおりであります。
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(7) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めてお

りますが、当社グループを取り巻く環境は予想以上に厳しくかつ速いスピードで変化しております。不安定な雇用

情勢と東日本大震災からの復興が道半ばの国内経済、少子高齢化と人口減少に景気停滞が加わり回復が遅れている

国内住宅市場の低迷、さらにはわが国の住宅政策も「量から質へ」「フローからストックへ」と転換してきており

ます。また、グローバルには新興国の台頭による新市場の出現とこれによる資源・資材の高騰、世界的金融不安への

懸念や地球環境問題の高まりなど経営環境は激変しており、これらに対し当社グループは、平成21年４月に新たに

スタートし、当期が最終年度となる「改正第二次中期経営計画」において掲げた二つの経営目標である「住宅性能

向上への貢献」と「窯業系外装材の世界標準を目指す」ことに引き続きグループを挙げて全力で取り組み、業績の

回復を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
　第２四半期会計期間末
　現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

　上場金融商品取引所名
　又は登録認可金融商品
　取引業協会名

内容

　普通株式
            

37,324,264

            

37,324,264

　東京証券取引所

　（市場第一部）

　名古屋証券取引所

　（市場第一部）

　単元株式数

　100株　

計
            

37,324,264

            

37,324,264
― ―

（注）「提出日現在発行数」には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 決議年月日 　　　　　　　　平成23年７月27日　

新株予約権の数（個） 337（注）１　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式  

新株予約権の目的となる株式の数（株） 33,700（注）２　

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1（注）３　

新株予約権の行使期間 自　平成23年８月26日　至　平成58年８月24日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　810　

　資本組入額　405
 

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５

（注）１．新株予約権１個当たりの目的たる株式数は100株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただし、

かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数について

行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　株式分割又は株式併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換又は株式移転（以下総称して「合併等」という。）を行う場合、株式の

無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を勘案の

うえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。　　
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３．各新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、新株予約権を行使することにより交

付を受けることができる株式１株当たりの払込金額を１円とし、これに各新株予約権の目的たる株式の数を

乗じた金額とする。

４．新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日（以下「権利行使開始日」という。）から当該

権利行使開始日より10日を経過する日までの間に限り、新株予約権を一括してのみ行使できる。

②新株予約権者が死亡した場合、その相続人（新株予約権者の配偶者、子、１親等の直系尊属に限る。）は新

株予約権者が死亡した日の翌日から３ヵ月を経過する日までの間に限り新株予約権を行使することがで

きる。

③その他の権利行使の条件は、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割

当契約書にて定めるものとする。

５．組織再編を実施する際の取扱い

組織再編に際して定める契約書又は計画書等に以下に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を定めた

場合には、当該組織再編の比率に応じて、以下に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。

①合併（当社が消滅する場合に限る。）

　　合併後存続する株式会社又は合併により設立する株式会社

②吸収分割

　　吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部又は一部を承継する株式会社

③新設分割

　　新設分割により設立する株式会社

④株式交換

　　株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤株式移転

　　株式移転により設立する株式会社

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 37,324 － 8,136 － 11,122
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海一丁目８番11号     3,354     8.99

大手町建物株式会社 東京都港区西新橋一丁目15番１号     2,617     7.01

住友林業株式会社 東京都千代田区大手町一丁目３番２号     2,572     6.89

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社　
東京都港区浜松町二丁目11番３号     2,148     5.76

伊藤忠建材株式会社 東京都中央区日本橋本町二丁目７番１号     1,656     4.44

住友商事株式会社 東京都中央区晴海一丁目８番11号     1,602     4.29

株式会社三井住友銀行　 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号     1,597     4.28

三菱商事株式会社　 東京都千代田区丸の内二丁目３番１号　     1,400     3.75

NORTHERN TRUST CO AVFC RE

NORTHERN TRUST GUERNSEY IRISH

CLIENTS

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14

5NT,UK　
    1,324     3.55

資産管理サービス信託銀行株式会

社
東京都中央区晴海一丁目８番12号     1,094     2.93

計 ─    19,367　  51.89　

（注）日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、日本マスタートラスト信託銀行株式会社及び資産管理サービス信

託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数はそれぞれ3,354千株、2,148千株及び1,094千株であ

ります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － ―

議決権制限株式（自己株式等） － － ―

議決権制限株式（その他） － － ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　  497,100 － ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  36,774,900            367,749 ―

単元未満株式 普通株式      52,264 － ―

発行済株式総数        37,324,264 － ―

総株主の議決権 －             367,749 ―

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,300株（議決権の数23

個）含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ニチハ株式会社
名古屋市港区汐止

町12番地
        497,100            －

          

497,100
            1.33

計 ―
          

497,100
            －

          

497,100
     1.33　　

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,028 13,265

受取手形及び売掛金 22,688 25,267

商品及び製品 7,950 9,086

仕掛品 1,592 1,987

原材料及び貯蔵品 2,550 2,626

繰延税金資産 1,425 1,461

その他 792 1,067

貸倒引当金 △92 △114

流動資産合計 50,936 54,648

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,224 15,948

機械装置及び運搬具（純額） 10,516 9,902

工具、器具及び備品（純額） 402 435

土地 20,766 20,765

リース資産（純額） 1,574 1,269

建設仮勘定 240 209

有形固定資産合計 49,725 48,530

無形固定資産

リース資産 98 85

ソフトウエア 134 122

その他 295 300

無形固定資産合計 527 509

投資その他の資産

投資有価証券 2,489 2,246

繰延税金資産 1,320 800

その他 2,358 2,224

貸倒引当金 △26 △26

投資その他の資産合計 6,142 5,244

固定資産合計 56,394 54,284

資産合計 107,331 108,933
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,625 13,390

短期借入金 12,522 14,899

リース債務 783 785

未払法人税等 1,808 1,339

賞与引当金 1,332 1,430

役員賞与引当金 40 －

製品保証引当金 1,347 1,254

その他 7,285 6,945

流動負債合計 37,745 40,045

固定負債

長期借入金 24,854 23,585

リース債務 1,146 760

繰延税金負債 958 944

退職給付引当金 825 831

役員退職慰労引当金 96 110

製品保証引当金 2,621 1,045

事業整理損失引当金 172 172

負ののれん 162 125

その他 324 198

固定負債合計 31,162 27,775

負債合計 68,907 67,820

純資産の部

株主資本

資本金 8,136 8,136

資本剰余金 10,925 10,925

利益剰余金 22,384 25,135

自己株式 △475 △453

株主資本合計 40,970 43,743

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 206 79

為替換算調整勘定 △2,325 △2,266

その他の包括利益累計額合計 △2,118 △2,186

新株予約権 48 44

少数株主持分 △477 △488

純資産合計 38,423 41,112

負債純資産合計 107,331 108,933
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 46,637 47,500

売上原価 31,325 30,954

売上総利益 15,311 16,546

販売費及び一般管理費 ※1
 13,183

※1
 12,880

営業利益 2,128 3,666

営業外収益

受取利息 12 14

受取配当金 19 21

その他 232 223

営業外収益合計 263 258

営業外費用

支払利息 354 318

為替差損 36 71

その他 21 19

営業外費用合計 413 409

経常利益 1,979 3,515

特別利益

固定資産売却益 1 12

投資有価証券売却益 － 457

補助金収入 － 48

製品保証引当金戻入額 － 919

特別利益合計 1 1,437

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 48 42

固定資産圧縮損 － 48

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 11 23

ゴルフ会員権評価損 1 －

災害による損失 － 127

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25 －

製品保証引当金繰入額 2,700 －

特別損失合計 2,786 242

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△805 4,710

法人税、住民税及び事業税 1,086 1,258

法人税等調整額 △1,153 559

法人税等合計 △66 1,818

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△738 2,892

少数株主損失（△） △13 △11

四半期純利益又は四半期純損失（△） △725 2,903
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損失（△） △13 △11

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△738 2,892

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △243 △127

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △192 59

その他の包括利益合計 △437 △67

四半期包括利益 △1,176 2,824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,159 2,836

少数株主に係る四半期包括利益 △16 △11
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△805 4,710

減価償却費 2,731 2,620

負ののれん償却額 △37 △37

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,816 △1,669

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19 6

受取利息及び受取配当金 △31 △35

支払利息 354 318

為替差損益（△は益） 42 62

固定資産除却損 48 42

売上債権の増減額（△は増加） △3,322 △2,579

たな卸資産の増減額（△は増加） 673 △1,647

仕入債務の増減額（△は減少） 433 767

その他 214 △587

小計 3,098 1,971

利息及び配当金の受取額 41 48

利息の支払額 △377 △319

法人税等の支払額 △702 △1,720

法人税等の還付額 32 17

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,092 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,252 △1,875

有形固定資産の売却による収入 1 15

無形固定資産の取得による支出 △44 △13

投資有価証券の取得による支出 △1 △9

投資有価証券の売却による収入 0 470

貸付金の回収による収入 5 0

その他 52 82

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,238 △1,328

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,550 1,230

長期借入れによる収入 7,910 3,600

長期借入金の返済による支出 △3,450 △3,693

リース債務の返済による支出 △333 △384

配当金の支払額 △73 △147

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △497 605

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 328 △723

現金及び現金同等物の期首残高 13,008 13,868

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 13,336

※1
 13,145
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。 
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【注記事項】

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

運賃及び荷造費 4,993百万円 5,125百万円

給料手当及び福利費 3,145 3,147

賞与引当金繰入額 492 519

退職給付費用 131 119

減価償却費 206 237

試験研究費 593 619

製品保証引当金繰入額 703 383

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 13,466百万円 13,265百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △130 △119

現金及び現金同等物 13,336 13,145
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 73百万円 2円 平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額　

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 147百万円 4円 平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの　

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月９日

取締役会
普通株式 368百万円 10円 平成23年９月30日平成23年12月２日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注１）

　
合計　

　

調整額
（注２）

四半期連結損益
及び包括利益
計算書計上額
（注３）

外装材事業

売上高   　   

外部顧客への売上高 41,740 4,896 46,637 － 46,637

セグメント間の内部売上高

又は振替高
478 482 960 △960 －

計 42,219 5,378 47,598 △960 46,637

セグメント利益又は損失（△） 3,169 △208 2,961 △832 2,128

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＰ事業、繊維板事業、工

事事業、その他事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△８億61百万円

及びその他の調整額29百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注１）

　
合計　

　

調整額
（注２）

四半期連結損益
及び包括利益
計算書計上額
（注３）

外装材事業

売上高   　   

外部顧客への売上高 42,728 4,771 47,500 － 47,500

セグメント間の内部売上高

又は振替高
459 502 962 △962 －

計 43,188 5,274 48,462 △962 47,500

セグメント利益 4,531 1 4,533 △867 3,666

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＰ事業、繊維板事業、工

事事業、その他事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△９億13百万円及びその

他の調整額46百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務

部門等管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△19円70銭 78円88銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
△725 2,903

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
△725 2,903

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,803 36,816

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 78円74銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） － 65

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

 

２【その他】

(1) 中間配当

平成23年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　368百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　10円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成23年12月２日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いま

す。

　

(2) 訴訟

当社は、当第２四半期連結会計期間末現在において、国及び当社を含む石綿含有建材製造企業43社又は44社を

被告として、いずれも建設作業などに従事してアスベスト関連疾患に罹患したとする者など合計450名の原告か

ら、国に対しては国家賠償法に基づき、石綿含有建材製造企業に対しては民法に定める不法行為責任又は製造物

責任法に定める製造物責任に基づき、合計７訴訟で総額163億6,246万円の損害賠償を求める訴訟（建設アスベス

ト損害賠償請求訴訟）の提起を受けております。

当社といたしましては、原告らからの請求に対し、今後も法廷の場において適切に対応していく所存です。

　なお、現時点において、当社の業績に与える影響は不明です。

 

EDINET提出書類

ニチハ株式会社(E02415)

四半期報告書

20/22



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

ニチハ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安井　金丸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　浩幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチハ株式会社の平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチハ株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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